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Joao Ramos氏モデル解読

Ramos氏は自作のパラメータ最適化ツールの仕様として.cfgファイルという中で
オペアンプのFETゲート幅、⾧、コンデンサ容量等で振る値の上下を規定
(次ページのテキストベース回路図の未定数にtrial毎に代入する前提と思われる)

https://asco.sourceforge.net/examples.html より

cfgファイル抜粋(パラメータ上下限)



Joao Ramos氏モデル解読

メールでも少しやりとりさせて頂いたが
どうやらGUIとして回路図を作って(残して)はない模様
ngspiceだと.spファイル、LTSpiceだと.netファイルで上記テキストのみ
(自分はLTSpiceで評価系等調整したいので論文を参照して構築)



オペアンプコンテストを参考にした評価系

オペアンプのVinの片側端子に
AC電圧源を置き周波数解析

Voutに対しπフィルタを
通してVinのもう片側に
フィードバック帰還

利得は0.1Hzの際の
利得(Vout/Vp)で評価

位相余裕は利得0dBの際のVout位相遅
れで評価

消費電力は電流値の周波数に対する
RMS(積分値相当)で評価

参考： https://www.opamp-contest.org/2024/sim.html



python 操作内容概要

本来なら一番上流の.ascファイルで値を与えられるのが自然。
ただモデル作成時にはFETのサブ属性変数にspicelib(spice系libraryで一番メジャー)からは
アクセスできなかったため(作者からまだ未実装との回答、netファイルに出力された値を強引に上書きしている

ゲインは単純にVout/Vin、消費電力は電圧値一定と考え電流値そのもの
位相余裕はオペアンプのIn電圧の片方をspiceのAC解析電圧源にして
Voutの利得が0dBになった点とする

.asc .net .log(.raw経由からも可)

変数編集コード

スコア取得コード



グリッドサーチの流れ(数百trial内の想定)

• Logcodeでも4Cqでも3水準は正規分布的

4分割格子walking(2,3水準)、12分割格子walking (3,5水準)
6分割格子walking(3,5水準)、12分割格子walking (3,5水準)
のどちらかが大概良い結果となる
Kindleでは下側を実施したので今回は上側を試してみる

Coarse grid Fine grid



グリッドサーチの水準、組合せパターン種類とtrial数

起点

[1].2水準

試行数が少ないのでパラメータ境界条件が妥当かどうかの確認に使用することを想定
(パラメータ数が増えるとそもそもの境界条件がイマイチ、という確率が上がるので)

遷移候補先

Coarse grid Fine grid

128param32param8paramPatterm
16128logcode
6664C2

Pattern,パラメータ⾧とtrial数の関係



[2].3水準

3水準だとLogcodeでも4C2等でも正規分布的

1/4 1/8 1/16
遷移確率

Pattern,パラメータ⾧とtrial数の関係

グリッドサーチの水準、組合せパターン種類とtrial数

起点

128param32param8paramPatterm
1287232logcode
1818184C2

Coarse grid Fine grid



[3-1].2水準の任意2項目網羅パターンの生成方法

3水準は2水準の全組合せ全部の組合せを足し
合わせて生成(上記例なら10 x 10 /2(重複分))
0が低水準、1が中水準、2が高水準と見做す

グリッドサーチの水準、組合せパターン種類とtrial数

私がlogcodeと名付けたもの
(param⾧nに対し試行数log n )
実質waveletのHaar基底であるが
これで任意2項目に対し
低水準(≡0),高水準(≡ 1)の全組合せが
どれかのPatternに発現する

任意2項目網羅はパラメータ数nに対し2水準でlog n, 3水準だと(log n)^2 /2, 5水準で(log n)^4 /4
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[3-2].2水準の任意3項目網羅パターンの生成方法
(上表の行から任意選択)

(上表の行から任意選択)
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単純加算結果を集積



[4].5水準

5水準は3水準の全組合せ全部の組合せを足し合わせて生成
5水準でも正規分布的 (4C2はやや正規分布より遠巻きの確率が高い)

遷移確率
(大凡) 9/64 1/2563/32 1/643/128 1/16

128param32param8paramPatterm
4644984224logcode
8484844C2

グリッドサーチの水準、組合せパターン種類とtrial数

Pattern,パラメータ⾧とtrial数の関係

Coarse grid Fine grid

起点



(備考)機械学習の補足事項

機械学習は外れ値があると精度がさがるので有望ノード下の近傍子ノードだけで解析できる様にしてる
中点 –> 4分割格子、4分割格子 –> 12分割、 12分割格子 –> 24分割で生成したノード等を解析できる
必要データ量はパラメータ⾧nに対しn * log n であるのと線形独立性が必要で、その点には注意
(あと、用意している網羅パターンはそのままだと周期立ってて線形独立に不適の場合あり

各パラメータのup,downを乱数により1/2の確率で反転できるmodulationという機能も用意している)

中点->div4ノード群 div4終点->div12ノード群 div6終点->div12ノード群

div24ノード群

...



(備考)CPUコアの並列割振りテクニック

・内側並列の設定方法

/home/【user名】の直下にmpiHostとmpiRankというファイルを下記要領の内容 (外側2並列,内側3並列の例)のテキ
ストを記載して保存する。(外側の3についてはツリーGUIまたはテーブルGUIのnCase欄にも記載。仮にnCase欄を
2,1などに減らせば、実行される外側並列の数はそれに合わせて減る。

~/mpiHostへの記載例

localhost slots=6

~/mpiRankへの記載例

rank 0=localhost slot=0-2

rank 1=localhost slot=3-5

3コア x 2回路

1コア x 6回路



来週の11/24のUbuntu + LTSpice + myソフト環境
セットtryを希望する方募集

(事前にUbuntu22.04 or 24.04はセット願)

再来週以降のngspice例題でモデル持ってて
演習に使わせて貰える方募集


